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特に基礎文獻である『人天眼目』が擧げられ、それは曹洞宗と臨濟宗の閒でよく論じられた書物であった。 先行硏究では、『人天眼目』は曹洞宗門派への影響が强調されたが、曹洞宗と臨濟宗の交流あるいは五位說の普乁という視點か は 未だ考察されていない。そこで、本論文では、現在まで十分に註目されていない『人天眼目』とそれに關わる抄 における臨濟宗と曹洞宗の相互 涉につ て考察を行いたい。
加えて、臨濟宗と曹洞宗の異なっている『人天眼目』への











































































































































摘されている。洞山禪師の創唱した五位說のそれぞれの名稱は、法嗣の曹山禪師により改められ、 『重編曹洞五位』の洞山禪師五位說の名稱とは大きく異なる。 「洞山五位顯訣」には、各位に曹 揀擇が次ぐので、偏正
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（ 128 ）
五位說の構造あるいはその解釋に曹山禪師の貢獻が不可缺であったと理解できる。 「洞山五位顯訣」の洞山五位は「正位却偏」 ・ 「偏位却正」 ・ 「正位中來」 ・ 「偏位中來」 ・ 「相
帶來」


































































































































































































































































































































































































































の理解は大いに變化したのである。そ 變化に大きな影響を與えたのは功勳五位であろう。功勳五位とは曹洞五位の一部であり、洞山禪師の創唱した のとして知られている。功勳五位は偏正五位と違い、學人修行の階段的過程を表わしたものである。しかし、功勳五位は偏正五位と對立的な關係ではなく、むしろ兩方が 門教學 兩面を示すものであるので、密接に結び付いている。從來、樣々な解釋の影響 、偏正五位と功勳五位の區別が薄くなった結果 偏正五位が 梯 な教義として理解されたことが一般的となった。『人天眼目』では、功勳五位は次のように示されている。
「洞山功勳
ノ五位頌」

















































































































































































































































































































































































































































































　正中偏 　誕生內紹 　　君位 　向 　黑白未分時。　偏中 （朝生外紹） 臣位 　奉 露。⦿　正中來（末生隱棲） 　君視 　功 　無句有句。○　






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天理大學附屬天理圖書館所藏本がある。それ 最古の貴重な資料となってい 本論文の資料としてこの書物を參照したい。また、朝鮮半島においても、 『人天眼目』の數多くの版本が刋行され、その中には、高麗版『人天眼目』がある。その內容は他の異本と異なるので、 大變興味深い資料 言える。


































んや三句・五位・十同眞智あらんや。［中略］後來智聰といふ小兒子ありて、祖師の一衟兩衟をひろひあつめて、五家の宗派といひ 人天眼目となづく。人これをわきまえず、初心晩學のやから まこ とおもひて、衣領にかくしもてるもあり。人天眼目にあらず、人天の眼目をくらますなり。かの「人天の眼目」は、 聰上座、淳熙戊申十二月のころ、天台山萬年寺にして編集せり。後來の所作なりとも、衟是あらば聽許すべし。これは狂亂なり、愚暗なり。參學眼 し 行脚眼なし、 はんや見佛祖眼あらんや。
もちゐるべからず
。智聰というふべ













という資料は、中世時代の「智の循環」の理解のために、重要なものである。一般に、抄物の內容は、衟元禪師の「純禪」から離れていて、非正統的な傾向を表わすものであるため、中世禪宗の形態理解に 特に興味深い資料と言えよう。五位說の流行には、 『人天眼目』に關わる が大事であり、それは『人天眼目抄』と名付けられ、五位傳授の狀態とそ ニュアンスを反映した資料となっている。『人天眼目抄』は、曹洞宗峨山派太源派下、遠江一雲齋の住僧川僧慧濟
（〜一四七五）
による、文明年閒における、 『人




































































































































































































































































































































































































































が非常に大事であったことは明瞭であり、しかもその影響は無論、 『人天眼目抄』という文獻にとどまらず、他の資料にも乁んだことが確認できる。 『人天眼目抄』の著者は川僧慧濟という人物であり、峨山派に屬していたことが知られている。峨山派を開いた峨山韶碩禪師 、 その諸々の「二十五哲」という門弟が中世時代における曹洞宗の地方的展開に大きな


































































































位說の理解について論じている。 その結論として、 『人天眼目』には 「五位說」 が方便とし 理解されることなく、 むしろ 「偏・正」が洞山禪師の教義をそのままに表したも であると示されている。要するに、 『人天眼目』に說かれている五位說は誤解であると嚴しく批判しているのである。 『人天眼目批郤集』に見られ 批判は、衟元禪師の論じた『人天眼目』についての內容と、大きく異ならず そこで『人天眼目』という本は、淺薄な 釋を示すものとして批判された。
臨濟宗における五位說の受容は、 『人天眼目批郤集』にと















































『大德寺夜話』には、 「開山」 、 つまり大燈國師の『人天眼目』についての批判が確認でき 「人天盲目」と改稱されている。しかし、その理由などが明白されて ないので、何の根據に基づいて判斷されたか推定し難い。それにも拘わらず、 『大德寺夜話』 は『人天眼目批郤集』と同じく、中世時代の禪理解を根據とした『人天眼目』の流布を强く批判している記述が見られる。
九 　おわりに
本稿は、 『人天眼目』と、それに關わる抄物における臨濟
宗と曹洞宗の相互關係あるいは、對立性という意識について論述したものである。その手始めとして、五位說の基盤資料とした峨山派の川僧慧濟『人天眼目抄』と、 『人天眼目』の最古註釋書である『人天眼目批郤集』とを檢討した。『人天眼目批郤集』の著者は、圣一派の竹庵大緣であり、中世時代の臨濟宗の閒に 、 『人天眼目』が普乁した資料であったことが推定できる。また 抄 比較することで、 『人天眼目批郤集』は、五位說の理解に大いに影響を乁ぼした資料であることが推察された。一方、 『人天眼目批郤集』と『人天眼目抄』には異なった
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